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の

引
用
が

少
な
い

こ

と
、

逆
に

菩

薩
戒
関
係
章
疏

及
び

梵
網
経
関

係
章
疏

に

引
用
が

多
い

こ

と

が

判
明
し
た

。

　
ま

た

各

宗
の

戒
律
関
係
章
疏

作
製
の

空
白

的
時
間、

法
相
宗
で

の

善
珠

（

轟
゜。

山
羇）

と

貞
慶
（
目

一

密
−

旨
お）

の

聞、

律
宗
で

の

元

開
（
ミ
リ
ー）

と

実
範
（
山
一

瞳）

の

間、

真
言
宗
で

の

空

海
（

戔
个
゜。

額）

と

宥
快
（
一

恕
守

置
H
 
）

の

間、

天

台
宗
で

の

源
信
（
O

誌
亠
O

嵩
）

と

円
琳
（
目
刈

や）

の

間

と

い

う
研
究
空
白
の

時
間
が

あ
る

こ

と

が

判
明
し、

十
二

世
紀
以

前
の

戒

律
関
係
章
疏
に

新
羅
諸
師
の

引
用
が

少
な
く、

あ
っ

て

も
引
用
頻

度
は

僅

か

で

あ
る

こ

と、

逆
に

十
二

世
紀
以
降
の

戒
律
関
係
章
疏
に

新
羅

諸
師
引

用
が

多
く
な
る

こ

と

が

判
明
し
た

。

特
に

十
二

世
紀
後
半
か

ら

は

律
宗
や

真
言
律
宗
で

は

太

賢
の

『

菩

薩
戒
本
宗
要
』

『

梵
網
経
古
迹

記
』

、

元

暁
の

『

梵
網
戒
本
持
犯
要
記』

等
の

注
釈
書
が

著
さ
れ、

中
国
諸
師
章
疏
の

引

用
を
凌
駕
す
る

ほ

ど

に

も
な
っ

て

い

る

こ

と

が

窺
わ

れ
る

。

　

尚
、

本
発
表
は

平
成
一

八
−
平

成
二
］

年
度

科
学
研
究
補
助
金
基
盤

研

究
（
C
）

「

十
二

世
紀
末
ま
で

の

日

本
各
宗
に

み

ら
れ

る

新
羅
・

高
麗
仏
教

に

対

す
る

認
識
に

関
す
る

研
究
」

（
課
題

番
号
一

八
五
二

〇
〇

四
五
）

に

よ

る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

華
厳
思
想
に

お

け

る

理

と

事

　
　
　
　

プ

ラ
ト
ニ

ズ
ム

を

見
る

ー
宮
　
野
　
升
　
宏

　
法

蔵
の

『

華
厳
経
探
玄
記
』

（
国

訳
一

切
経
所

収）

に

よ
っ

て

「

事
事

無
擬
」

の

根
拠
と

し

て

の

「

理
と

事
」

の

意
味
合
い

を

明
ら

か

に

し
て

み

た
い

。

先
ず、

「

能
詮
の

教
体
」

の

説
（
巻
第
一
、

第
六

章）

に

注
目
す

る
。

A
「

理
事
無
礙
」

に

つ

い

て

は
、

e
コ

切
の

教
法
は

挙
体
真
如
な

る

も

事
相
の

歴
然
と

し

て

差

別
す
る
こ

と

を

礙
へ

ざ
る
」

と
、

ま

た

O

「

真
如
の

挙
体
が
一

切

法
と

為
る
も
一

味
湛
然
と

し
て

平

等
た
る

こ

と

を

礙
へ

ざ
る
」

と

説
く

。

「

事
」

と

し
て

の

諸
の

教
法
が

「

理
」

と

し
て

の

真
如
で

あ
っ

て

も

諸
教

法
を
差
別
す
る

こ

と

を

礙
げ
る

こ

と

は
な
い
、

そ

し

て
、

「

理
」

と

し
て

の
一

体
的
な

真
如
が

「

事
」

と

し

て

の

諸
法

を

「

つ

く

り
あ

げ
る

〔

為
〕

」

と

し

て

も

真
如
の
一

味
平

等
を

礙
げ
る

こ

と

は

な
い
、

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

法

蔵
は

さ

ら

に、

波
は

湿
性
〔

湿
体〕

を

も
つ

水
と
一

つ

で

あ
る

〔

即〕

と

し
て

も
そ

の

動
相
は

礙
げ
な

い
、

そ

し

て
、

水
は

差
別
相
を
も
つ

波
と
一

つ

で

あ
る

と

し

て

も

湿
性
を

失
す

る

こ

と

は

な
い

と
、

喩
言
を

与
え
る

。

か

く
し

て、

「

理
と

事
と

は

混
融

無

礙
に

し
て、

唯
一

の

無
住
不
二

の

法
門
あ
る

の

み
」

と

な

る
。

凝
然
は、

「

理
事

融
通
し

て
、

こ

の

無
礙
を

具
す
る

を
、

理
に

異
な

ら
ざ
る

の
一

と

謂
ふ

。

事
に

具
に

理
を

摂
す
る

時
、

か

の

理
に

異
な

ら

ざ
る

の

多
事
を
し

て
、

所
依
の

理
に

随
ひ

て
一

の

中
に

皆
現
ぜ
し

む
。

」

（

『

華
厳
法
界
義
鏡』

「

法

性
融
通
」

）

と

述
べ

る
。

B
「

事
事
無

礙
」

に

つ

い

て

は
、

Bl

一

「

事
事

相
在
（

相
入

、

相
容）
」

（

一

在
一

切
巾
）

と

B
ー

二

「

事
事
相
是

（

相
即）
」

（
一

即
一

切
）

と

い

う
二

側
面
か

ら

説
か

れ

る
。

す
な
わ

ち
、

理

事

無
礙
を

前
提
と
す

れ

ば、
　｝

教
法
（
事
〉

は

全
く

「

真
理
」

（
理
）

で

あ
り

得
る

。

と
こ

ろ

が
、

「

真
理
」

は
一

切
の

事

2

切

法）

の

中
に

遍
在
す
る、

そ

し
て

ま

た
、

そ
れ

と

為
る

。

そ
れ

ゆ

え
に、

理
に

同
ず
る

一

の

教
法
も
理
の

ご
と

く
し

て
、

他
の
…

切
の

事
（
一

切
法）

の

中
に

遍

在
す
る、

そ

し
て

ま
た
、

即
ち
是
れ

そ
れ
で

あ
る

。

〔
こ

の

二

は

…
」

と

逆
の

コ

切
は

…
」

の

方
も
同

様
に

立
て

得
る

。

）

と

こ

ろ

で、

す
で
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に

文

中
に

表
現
さ
れ
て

い

る

こ

と

で

あ
る

が
、

コ

即
一

切
」

コ

在
一

切

中
」

な
ど
の

句
に

お

け
る

＝

切
」

と

は、

「

一

切

法
・
一

切

諸

法
・

万

法
」

と
も

言
え
る

も

の

で

あ
っ

て、

こ

こ

で

は

＝

切
の

事
法
の
一
一
」

を

表
し
て

い

る

と

考
え

て

よ

い
。

加
え
て

法

蔵
は
、

「

事
事
無

礙
」

の

世

界
の

在
り

方
を

説
明
す
る

規

定
を

十
個
挙
げ

て

い

る
。

「

所
詮
」

の

義
理

と

し

て

の

「

十

玄
縁
起
無
礙
法
門
」

の

説
（
第
卜
章）

で

あ
る

。

そ

の

中

で、

 

「

広
狭
自
在
無
礙
門
」

で

は
、

一

蓮

華
を
一

事
法
の

例
と

し
て、

「

彼
の

華
葉
は

法
界
に

普
周
し

て

而
か

も
本

位
を

壊
せ

ず
。

」

と

説
く
が
、

澄

観
（…、
華

厳
経
疏
鈔
』

玄
談）

は
、

広
と

は

事
が
理

の

如
く

遍
ず
る

を

言
い
、

狭
と

は

事
相
を
壊
せ

ざ
る

を

言
う、

な
ど
と

理

解
す
る

が
、

上
の

A
の

確

認
に

も

な

っ

て

い

る
。

 

1
一

「

一

多
相
容

不

同
門
」

で

は、

「

此
の

華

葉
は

己
れ

を

舒
べ

て

遍
く
一

切
の

法
界
の

中
に

人
れ
、

即
ち
一

切
を

摂
し

て

己
れ

の

内
に

入
れ
し
む

。

舒
と

摂
と

は

同
時
に

し

て

既
に

障

礙
す
る

こ

と

無

し。
」

と

説
く
が

、

こ

の
一
一

切
・
一

切
】

の

相
入
は
、

事
象
の

は

た

ら
き

〔

用
〕

に

よ

っ

て

起
こ

る
。

 
」
二

「

諸
法

相
即
自
在

門
」

で

は
、

「

此
の
一

華
葉
は

己
れ

を

廃
し

て

他
に

同
ず
る
時
は

体
を

挙

げ
て

全
く

是
れ

彼
の
一

切
の

法
な

る

な

り
。

而
か

も

恒
に

他
を

摂
し
て

己

れ

に

同
ず
る

時
は

全
く

彼
の
｝

切
の

法
は

即
ち

是
れ

己
れ

の

体
な

る

な

り
。

一

と

多
と

相
即
し

混
じ

て

障

礙
す
る
こ

と

無
し

。

」

と

説
く
が、

こ

の
｝
一

切
・
一

切
】

の

相
即
は
、

事
象
そ

の

も
の

〔
体
〕

の

見
方
か

ら、

そ
れ

ぞ

れ
「

異
体
」

∴
同
体
」

の

関
係
と

さ

れ
る

。

　
か

く
見
て

く
る

と
、

「

事
事

無
礙
」

は
い

ず
れ
の

関

係
に

お

い

て

も、

「

理
」

を
媒
介
と
し

て

は

じ

め

て

成
り
立
つ

と

言
う
こ

と
が

で

き

る。

井

筒
俊
彦
氏
は

、

「

「

理

事
無
礙
」

は

「

事
事

無
礙
」

の

根
拠
で

あ
り

」

、

前

者
な
し
に

は

決
し
て

後

者
は

成
り
立
ち
得
な
い

と

言
う

。

華
厳
的
世
界
に

お

い

て

は

事
・

事
事
の

成
立
の

背
後
に

は
徹
底
し

て

理
（
真
如）

が

関
与

し
て

い

る

と

い

う
よ
う
に

見
る

と、

事
象
（
現
象）

の

背
後
に

真
実
在
と

し
て

の

イ
デ

ア

を
予
想
す

る

プ

ラ

ト

ン

哲

学
が

思
い

出
さ

れ

る
。

ど

ち

ら

の

思

想
に

お

い

て

も、

二

元

的
な
原
理
を
立
て

な

が

ら
、

二

者
を

対
立
の

ま

ま

に

お

く
の

で

は

な

く、
「

密
接
不

離
な

関
係
」

状
態
（
融

通
無
礙

、

分

有
・

与
っ

て

い

る

こ

と
）

を

保
持
す
る

の

で

あ

る
。

日

本
中
世
の

寄
進
状
に

つ

い

て

稲

城

　
正

　
己

　

寺
院
へ

の

土

地
や
財
貨
の

寄
進
は
、

寺
院
の

経
済
活
動
と

理

解
す
べ

き

で

は

な

い
。

上

島
有
が

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に、

寄
進
は

寺

院
財

産
の

蓄

積
や

僧
侶
の

利
益
の

た

め

で

は

な

く
、

法
会
の

開
催
や

経
典
の

読
誦
の

よ

う
な

、

一

切

衆
生
と

自
己

の

成
仏
の

た

め

の

利
他
行
と

し

て

行
わ

れ

る

の

で

あ
る

。

カ

ー

ル

・

ポ
ラ

ン

ニ

ー

が

指
摘
し

て

い

る

よ
う
に、

前
近
代
社

会
で

は
、

人
問
や

共
同
体
の

結
び
つ

き

の

中
に

経
済
的
関
係
は

埋
め

込
ま

れ、

〈

経

済
〉

と

い

う

独
自
の

領
域
が
存

在
し

て

い

た

わ
け
で

は

な

い
。

寄
進
は

、

土
地
や

財
貨
と

宗
教
が

も

た

ら

す
利
益
と

の

〈

交

換
〉

で

は

な

い

の

だ
。

し

た

が

っ

て

寄
進
の

理
解
に

は、

マ

ル

セ

ル

・

モ

ー

ス
、

今
村

仁
司、

蔵
持
重

裕
の

よ
う
な

「

贈
与
論
」

の

視
点
が

重

要
と

な

る
。

　

笠
松

宏
至
や

永

村
眞
が

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に、

仏
・

菩
薩
等
に

対
す

る

寄
進
は、

土

地
や

財
貨
を

世

俗
的
な
入

間
関
係
の

領
域
外
に

「

仏
物
」

と

し

て

分
節
す
る
こ

と
で

あ
る

か

ら、

た
と

え

僧
侶
で

あ
っ

て

も、

そ
れ
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